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片
野
鴨
池
の
進
駐
軍
銃
猟
事
件
と
村
田
安
太
郎

は
じ
め
に

石
川
県
加
賀
市
片
野
町
に
位
置
す
る
片
野
鴨
池
(
以
下
「
鴨
池
」
と
い
う
)
は
、

冬
季
に
カ
モ
や
ガ
ン
な
ど
約
五
、

0
0
0羽
の
水
鳥
が
飛
来
す
る
低
湿
地
で
あ

る
。
湿
地
は
豊
宮
な
植
物
群
落
に
被
わ
れ
て
い
る
ほ
か
、
周
聞
の
里
山
を
含
め

た
地
域
全
体
は
貴
重
な
生
態
系
で
あ
る
。
実
際
、
鴨
池
は
一
九
六
九
年
に
石
川

県
天
然
記
念
物
の
指
定
を
受
け
、
一
九
九
三
年
に
は
越
前
加
賀
海
岸
固
定
公
闘

第
一
種
特
別
地
域
、
国
設
片
野
鴨
池
鳥
獣
保
護
区
特
別
保
護
地
区
に
指
定
さ
れ
、

さ
ら
に
同
年
六
月
に
は
ラ
ム
サ
l
ル
条
約
の
登
録
湿
地
と
し
て
認
定
さ
れ
て
い

る
(
大
畑
ほ
か
一
九
九
八
)
。

鴨
池
は
江
戸
時
代
初
期
か
ら
、
夏
は
水
田
と
し
て
、
冬
は
水
聞
に
水
を
張
る

こ
と
で
水
鳥
の
飛
来
地
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
。
鴨
池
に
飛
来
す
る
水
鳥
は

狩
猟
の
対
象
と
な
り
、
一
六

0
0年
代
末
か
ら
坂
網
猟
に
よ
る
狩
猟
が
続
け
ら

れ
て
い
る
。
同
時
に
、
坂
網
猟
師
は
猟
を
行
う
た
め
に
猟
場
で
あ
る
周
辺
の
里

山
の
草
刈
り
や
樹
木
の
刈
り
込
み
な
ど
盟
山
の
手
入
れ
を
行
っ
て
き
た
。
そ
の

こ
と
が
、
結
果
的
に
里
山
の
管
理
に
つ
な
が
っ
て
き
た
。

こ
の
よ
う
に
保
全
と
利
用
、
す
な
わ
ち
1

符
理
」
が
坂
網
猟
の
開
始
と
と
も

桜
井

麻
実
・
市
日

喜
郁

忠
良
・
敷

m

に
三

O
O年
以
上
に
わ
た
っ
て
統
け
ら
れ
て
き
た
鴨
池
は
、
生
態
系
管
理
と
言

わ
れ
る
分
野
で
も
特
別
な
事
例
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
様
々
な
試
練
を
乗
り
越
え

て
き
た
積
極
的
な
か
か
わ
り
や
工
夫
の
歴
史
が
あ
っ
た
と
見
る
べ
き
で
は
な
か

ろ
う
か
。
例
え
ば
、
外
部
か
ら
の
開
発
圧
力
を
ど
う
解
決
す
る
か
な
ど
は
、
鴨

池
以
外
の
生
態
系
管
理
で
も
よ
く
直
面
す
る
課
題
で
あ
る
。
日
常
的
な
生
態
系

管
理
の
努
力
に
加
え
、
こ
う
し
た
外
部
か
ら
の
介
入
に
ど
う
応
え
て
ゆ
く
か
も

重
要
な
点
で
あ
ろ
う
。
鴨
池
に
か
か
わ
っ
て
き
た
関
係
者
は
、
こ
う
し
た
外
部

か
ら
の
介
入
に
も
毅
然
と
し
て
い
た
よ
う
で
、
戦
前
に
は
金
沢
第
九
師
団
に
よ

る
鴨
池
周
辺
で
の
発
火
演
習
の
中
止
を
求
め
る
嘆
願
な
ど
も
行
っ
て
い
た
(
牧

野
一
九
九
四
)
(
怯
こ
。
ま
た
、
一
九
四
八
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
米
第
八

軍
司
令
官
ウ
ォ

l
カ
l
中
将
ら
が
鴨
池
の
ガ
ン
や
カ
モ
を
銃
で
撃
っ
と
い
う
事

件
が
起
き
た
が
、
敗
戦
直
後
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
聖
寺
捕
鴨
猟
区
協

同
組
合
(
以
下
「
捕
鴨
組
合
」
と
い
う
)
の
当
時
の
理
事
長
(
組
合
長
)
村
田

安
太
郎
氏
の
交
渉
に
よ
っ
て
進
駐
軍
(
以
下
、
当
時
の
占
領
軍
の
総
称
と
し
て

一
般
的
に
表
現
す
る
際
に
は
通
称
の
寸
進
駐
軍
」
を
川
い
た
。
ま
た
、
場
合
に

よ
っ
て
は
ヱ
迎
合
同
軍
」
と
表
記
し
た
)
に
よ
る
銃
猟
は
そ
の
後
停
止
さ
れ
た

と
言
わ
れ
て
い
る
(
牧
野
一
九
九
四
、
見
附
一
九
九
五
、
片
野
鴨
池
坂
網
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猟
保
存
会
二

O
O
こ
。

進
駐
軍
に
よ
る
銃
猟
事
件
(
以
下
「
銃
猟
事
件
」
と
い
う
)
は
、
伝
統
的
な

坂
網
猟
を
唯
一
の
狩
猟
法
と
し
て
地
域
住
民
と
野
鳥
が
共
存
し
て
き
た
鴨
池
の

歴
史
の
な
か
で
、
銃
が
公
然
と
使
用
さ
れ
た
唯
一
の
事
態
で
あ
っ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
文
献
が
乏
し
く
、
十
分
な
先
行
研
究
も
な
か
っ
た
。

鴨
池
に
お
い
て
地
域
の
人
々
と
野
鳥
(
自
然
環
境
)
と
の
共
生
、
あ
る
い
は

地
域
の
人
々
に
よ
る
自
然
環
境
の
賢
明
な
利
用
が
今
日
ま
で
受
け
継
が
れ
て
き

た
の
は
、
多
く
の
先
人
の
努
力
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
(
敷
川
ほ
か
二

O
O

三
)
。
村
田
安
太
郎
氏
を
中
心
と
す
る
捕
鴨
組
合
の
こ
の
よ
う
な
努
力
は
生
態

系
管
理
の
視
点
か
ら
も
、
ま
た
地
域
文
化
・
歴
史
の
点
か
ら
も
正
確
に
記
録
さ

れ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

本
報
告
で
は
、
こ
の
銃
猟
事
件
に
つ
い
て
新
た
な
資
料
の
発
掘
と
関
係
者
の

聞
き
取
り
調
査
を
改
め
て
行
い
、
そ
の
解
明
を
試
み
た
。
以
下
、
主
に
国
立
国

会
図
書
館
所
蔵
の
の
回
心
¥
印
の
〉
司
文
書
(
以
下
「
G
H
Q文
書
」
と
い
う
)
(
注

一
一
)
お
よ
び
本
調
査
で
新
た
に
確
認
し
た
資
料
か
ら
報
告
し
た
い
。

な
お
、
本
報
告
は
鴨
池
観
察
館
友
の
会
・
ラ
ム
サ
l
ル
叩
(
片
野
鴨
池
総
合

研
究
会
)
会
員
桜
井
忠
良
、
金
沢
工
業
大
学
情
報
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
学
部
敷
田
麻

実
・
同
敷
田
研
究
室
学
生
、
朝
日
新
聞
金
沢
支
局
(
二

O
O四
年
四
月
か
ら
大

阪
本
社
)
記
者
百
喜
郁
の
協
働
-
訓
査
と
し
て
、
二

O
O三
年
か
ら
取
り
組
ん
だ
。

調
査
は
、
文
部
科
学
省
の
「
生
涯
学
習
ま
ち
e
つ
く
り
モ
デ
ル
支
援
事
業
」
お
よ

び
加
賀
市
の
「
自
然
推
移
調
査
事
業
(
緊
急
雇
用
事
業
)
」
の
支
援
を
受
け
た
。

調
査
に
あ
た
っ
て
、
捕
鴨
組
合
の
組
合
員
や
加
賀
市
片
野
町
・
下
福
田
町
住
民
、

村
凹
安
太
郎
氏
の
遺
族
ら
多
く
の
関
係
者
の
貴
重
な
証
言
を
得
た
。
ま
た
、
片

野
鴨
池
坂
網
猟
保
存
会
会
長
中
村
元
風
氏
ら
各
位
の
協
力
と
励
ま
し
を
得
た
こ

と
を
こ
こ
に
記
し
て
深
く
謝
意
を
表
わ
す
。

銃
猟
事
件
の
全
体
像
と
村
田
安
太
郎

(
一
)
村
田
安
太
郎
の
自
筆
メ
モ

銃
猟
事
件
当
時
の
捕
鴨
組
合
長
は
村
旧
安
太
郎
氏
(
以
下
敬
称
略
)
で
あ
っ

た
。
当
時
の
大
聖
寺
町
の
助
役
を
長
く
務
め
た
後
、
一
九
四
六
(
昭
和
二
ご

年
に
捕
鴨
組
合
長
に
就
任
し
、
一
九
五
七
(
附
和
一
一
一
一
一
)
年
に
亡
く
な
る
直
前

ま
で
組
合
長
を
務
め
た
。
銃
猟
事
件
で
は
村
間
安
太
郎
が
迎
合
国
軍
最
高
司
令

官
総
司
令
部
(
以
下
「
G
H
Q」
と
い
う
)
の
天
然
資
源
局
に
直
訴
す
る
と
い
う

手
段
で
鴨
池
を
守
っ
た
と
関
係
者
の
問
で
伝
え
ら
れ
て
き
た
。

二
O
O三
年
九
月
の
調
査
で
、
加
賀
市
大
型
寺
の
村
田
俊
郎
氏
宅
(
村
旧
安

太
郎
の
長
男
の
家
系
)
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
村
山
安
太
郎
の
肖
像
写
真
の
裏
に

自
筆
の
メ
モ
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
文
而
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
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「
昭
和
二
十
二
年
二
十
三
年
猟
期
中
進
駐
軍
福
井
ニ
屯
ス
ル
大
佐
級
ノ
米
軍

人
来
場
大
池
ニ
於
テ
銃
猟
ス
二
十
三
年
ハ
ス
ウ
イ
ン
ク
少
将
及
ウ
オ
l
カ
中

将
来
場
銃
猟
ス
二
十
四
年
ハ
是
カ
完
全
ニ
阻
止
ス
ル
ニ
ア
ラ
サ
レ
パ
廃
姐
ノ

外
ナ
シ
天
然
資
源
局
ニ
二
回
出
張
オ
l
エ
ル
オ
ー
ス
チ
ン
博
士
ニ
懇
話
遂
ニ

目
的
ヲ
達
ス
ル
事
ヲ
得
タ
リ

陽
気
発
処
金
鉄
亦
透

誠
心
一
到
何
事
不
成
」

右
記
、
ォ
l
エ
ル
オ
ー
ス
チ
ン
博
士
と
あ
る
の
は
米
国
の
著
名
な
鳥
類
研
究

者
0
・
L
・
オ
ー
ス
チ
ン
博
士
(
以
下
「
オ
ー
ス
チ
ン
博
士
」
と
い
う
)
で
あ

る
。
博
士
は
一
九
四
六
(
昭
和
二
ご
年
九
月
に
来
日
し
、
一
九
五
一
(
昭
和

一
二
ハ
)
年
五
月
ま
で
G
H
Q天
然
資
源
局
野
生
生
物
課
長
を
務
め
た
。
ま
た



「
ス
ウ
イ
ン
ク
少
将
」
は
米
第
八
軍
第
一
軍
団
長
ス
イ
ン
グ
少
将
を
指
す
と
み

ら
れ
る
。
こ
の
メ
モ
か
ら
、
銃
猟
事
件
は
ほ
ぼ
表
①
の
よ
う
な
展
開
を
た
ど
っ

た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

表
① 

村
田
安
太
郎
の
自
筆
メ
モ
か
ら
推
定
さ
れ
る
内
容

第 第 第 第
段阻J

段F陪 段階 段階 段階 階

遂村 なー れー
す屯る ー九四』こ 111 け九 九

そ'9: れ四 銃猟八I国
の太 』ま JL

駐進軍 ( 七日目11 鴨池 ( を(
的が は主Hffl 行つ手H召n 
途すを G H 

露と国年
た二 z級佐Z 二) 

る天Q 

こ然 化の 年 の年 I付

がでと 資源I弓 すほ品、猟jz Ul l ' 猟jの中例 軍米人 一九 ，廿d、.

きに なに ;61胆1
た二 b 、、

大池 ( 八。ITIJ とも は

5長
しし ス ( 和昭

主郎有罪主企
イ

片野鴨池 ) 二三オ ン
グ

少将と
ス )年
チ
らに

長a量をt 盟Z 寸'
ユノ
は1111 -ヲ

士I¥Y 

危機感をす止るこ

オ

カ
I訴白

募らがと
中
行つ稲井

懇 将が
計t せで たに
し た。 き 訪 。駐

こ
こ
で
、
メ
モ
に
あ
る
「
二
十
四
年
ハ
是
カ
完
全
ニ
阻
止
ス
ル
ニ
ア
ラ
サ
レ

パ
」
と
の
仮
定
の
表
現
か
ら
、
こ
の
メ
モ
は
一
九
四
九
(
昭
和
二
四
)
年
の
狩

猟
シ
ー
ズ
ン
開
始
前
後
に
書
か
れ
た
と
推
定
で
き
、

G
H
Qに
対
す
る
直
訴
の

時
期
も
一
九
四
九
(
昭
和
二
四
)
年
の
猟
期
中
と
推
測
で
き
る
。
ま
た
、
こ
の

メ
モ
か
ら
村
田
安
太
郎
が
「
二
回
出
張
」
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
注
目

す
べ
き
事
実
の
一
つ
で
あ
る
。

当
該
写
真
は
村
田
家
で
大
切
に
保
管
さ
れ
て
き
た
。
今
回
の
調
査
の
際
に
、

家
族
が
写
真
を
額
か
ら
取
り
出
し
、
裏
面
の
自
筆
メ
モ
に
初
め
て
気
づ
い
た
。

村
田
安
太
郎
の
孫
に
あ
た
る
村
田
俊
郎
・
佳
栄
子
夫
妻
が
村
田
安
太
郎
本
人
の

筆
跡
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
メ
モ
の
最
後
の
二
行
は
「
朱
子
語
類
」
か
ら

取
っ
て
お
り
、
銃
猟
に
よ
る
鴨
池
の
荒
廃
を
ぎ
り
ぎ
り
で
回
避
し
た
村
田
安
太

郎
の
率
直
な
心
情
を
吐
露
し
て
い
る
(
注
三
)
。

ま
た
、
加
賀
市
松
が
丘
の
村
凹
有
司
氏
宅
(
村
旧
安
太
郎
の
二
男
の
家
系
に

あ
た
る
)
に
は
、
村
旧
安
太
郎
の
写
真
多
数
が
保
存
さ
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た

写
真
が
搬
ら
れ
た
の
は
第
二
次
大
戦
の
前
後
で
あ
り
、
カ
メ
ラ
が
市
民
に
十
分

普
及
し
て
い
な
い
時
期
だ
が
、
村
山
安
太
郎
の
二
男
盟
氏
が
写
真
館
を
営
ん
で

い
た
こ
と
か
ら
、
比
較
的
多
数
の
写
真
が
撮
影
で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。

上
記
の
自
筆
メ
モ
が
裏
書
き
さ
れ
た
村
田
安
太
郎
の
写
真
は
村
田
豊
氏
(
写

真
家
と
し
て
の
号
は
「
豊
穂
」
)
が
撮
影
し
た
も
の
で
、
一
方
、
村
川
有
司
氏

宅
の
同
じ
構
図
の
写
真
裏
に
は
「
第
三
回
北
国
サ
ロ
ン
入
選
副
題
猟
装
(
江

沼
郡
黒
埼
村
片
野
鴨
池
ニ
テ
藩
政
時
代
ヨ
リ
ノ
装
)
石
川
県
江
沼
郡
大
型
寺

町
字
京
町
村
田
豊
穂
」
の
メ
モ
が
認
め
ら
れ
た
。
第
三
回
北
国
サ
ロ
ン
が
開

催
さ
れ
た
の
は
一
九
四
九
(
昭
和
二
四
)
年
で
あ
り
、
銃
猟
事
件
の
収
拾
に
奔

走
し
た
時
期
の
撮
影
で
あ
る
。
ま
た
村
旧
安
太
郎
の
葬
儀
の
際
、
こ
の
写
真
が

遺
影
と
し
て
祭
檀
に
飾
ら
れ
た
と
村
旧
有
司
氏
は
述
べ
て
い
る
。
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(
二
)
進
駐
軍
に
よ
る
銃
猟
の
詳
細
な
記
録

こ
の
銃
猟
事
件
に
関
す
る
文
献
資
料
は
地
元
に
は
極
め
て
乏
し
く
、
同
事
件

の
特
定
を
悶
難
に
し
て
い
る
。
ま
た
銃
猟
事
件
を
直
接
見
聞
し
た
坂
網
猟
関
係

者
が
死
亡
ま
た
は
高
齢
に
達
し
て
お
り
、
関
係
者
の
証
言
か
ら
銃
猟
事
件
を
特

定
す
る
こ
と
も
か
な
り
闘
難
な
状
況
で
あ
る
。
そ
こ
で
日
本
側
資
料
で
は
な
く
、

迎
合
国
側
の
記
録
か
ら
こ
の
銃
猟
事
件
の
特
定
を
試
み
た
。
幸
い
前
述
し
た
G

H

Q文
書
が
国
立
国
会
図
書
館
に
残
さ
れ
て
お
り
、
今
回
の
調
査
期
間
中
に
該

当
資
料
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
た
。
た
だ
し
、
当
該
文
書
は
主
に
オ
リ
ジ
ナ

ル
文
書
の
カ
ー
ボ
ン
コ
ピ
ー
か
ら
作
成
さ
れ
た
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ッ
シ
ュ
で
あ
り
、

不
鮮
明
な
部
分
が
多
い
た
め
、
全
文
解
読
に
は
至
っ
て
い
な
い
。



ま
ず
、
鴨
池
で
進
駐
軍
関
係
者
が
行
っ
た
銃
猟
の
詳
細
を
記
録
し
た
G
H
Q

文
書
か
ら
紹
介
し
た
い
。
そ
れ
は
「
〉
何
回
。
。
河
口

O
司
出
C
Z
ゴ
Z
O
H
Z

泊
由
ロ
ロ
の
同
司
O
Zロ
(
鴨
池
に
お
け
る
狩
猟
記
録
)
」
と
題
し
た
文
書
で
、
進

駐
軍
に
よ
る
銃
猟
が
行
れ
た
日
を
明
記
し
て
い
る
。
全
文
(
著
者
ら
が
和
訳
し

た
も
の
)
を
引
用
す
る
。

一
九
四
八
年
一
一
月
一
一
日

連
合
国
軍
将
校
と
思
わ
れ
る
二
人
と
他
の
二
人
が
午
前
八
時
三

O
分
ご
ろ

に
や
っ
て
来
て
、
午
後
一
時
二

O
分
に
立
ち
去
っ
た
。

捕
獲
さ
れ
た
烏
ガ
ン
一
羽
、
ヵ
モ
九
羽

二
、
一
九
四
八
年
一
二
月
二
一
日

ス
イ
ン
グ
将
軍
他
八
人
が
午
前
五
時
に
三
台
の
ジ
ー
プ
で
来
て
、
日
暮
れ

ま
で
狩
猟
を
行
っ
た
。

我
々
は
彼
ら
の
来
訪
を
前
も
っ
て
稲
井
軍
政
部
か
ら
知
ら
さ
れ
て
い
た
。

捕
獲
さ
れ
た
鳥
ガ
ン
一
六
羽
、
ヵ
モ
少
な
く
と
も
九
羽
、
多
分
そ
れ
以

上
。
我
々
は
、
そ
れ
が
ど
れ
ほ
ど
の
数
だ
っ
た
か
を
正
確
に
知
り
得
な
い
。

三
、
一
九
四
九
年
一
月
一

O
日

ウ
ォ
|
カ
l
将
軍
他
九
人
が
午
前
五
時
に
来
て
、
日
暮
れ
ま
で
狩
猟
し
た
。

捕
獲
さ
れ
た
鳥
ガ
ン
四
羽
、
カ
モ
七
羽

問
、
一
九
凶
九
年
一
月
一
八
日

エ
レ
パ
ン
卜
氏
(
?
)
他
二
人
が
池
を
訪
ね
て
来
た
。
彼
ら
は
さ
し
て
高

位
の
人
物
の
よ
う
に
は
見
え
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
、
彼
ら
の
指
部
官
が
次

の
日
米
る
こ
と
を
我
々
に
告
げ
た
。
彼
ら
は
鴨
が
ど
れ
ぐ
ら
い
集
ま
っ
て

い
る
か
を
見
に
来
た
よ
う
だ
。

三
人
が
翌
日
や
っ
て
来
て
、
二
羽
の
カ
モ
を
獲
っ
た
。

、

一
九
四
九
年
二
月
六
日
と
二
二
日

迎
合
国
軍
将
校
ら
が
池
の
近
く
に
や
っ
て
来
た
。
し
か
し
、
鴨
が
少
な
く
、

彼
ら
は
手
ぶ
ら
で
帰
っ
た
。

六
、
一
九
四
九
年
二
月
二

O
日

最
初
に
来
た
軍
人
た
ち
の
首
席
将
校
が
米
た
よ
う
だ
つ
た
。
し
か
し
彼
は

何
も
し
な
か
っ
た
。

七
、
一
九
四
九
年
二
月
二
四
日
J
三
月
一
日

五
我
々
は
ウ
ォ

l
カ
l
将
軍
が
来
る
こ
と
を
知
ら
さ
れ
た
。

鴨
池
の
傍
ら
を
通
り
大
型
寺
町
や
橋
立
村
片
野
周
辺
に
至
る
幹
線
道
路
の

通
行
が
二
月
二
四
日
か
ら
三
月
一
日
ま
で
、
地
方
や
国
の
警
察
官
に
よ
る

厳
し
い
警
戒
の
も
と
で
停
止
さ
れ
た
。
す
べ
て
の
人
々
は
鴨
池
と
そ
の
周

辺
に
立
ち
入
る
こ
と
を
厳
し
く
禁
止
さ
れ
た
。
こ
の
通
行
規
制
は
池
に
鴨

を
呼
び
戻
す
こ
と
を
狙
っ
た
も
の
で
あ
る
。

八
、
一
九
四
九
年
二
月
二
八
日

ウ
ォ
|
カ
l
将
軍
他
八
人
が
池
を
訪
れ
、
終
日
、
狩
猟
を
行
っ
た
。

捕
獲
さ
れ
た
烏
ガ
ン
四
羽
、
我
々
は
森
の
中
に
部
ち
、
回
収
さ
れ
な
か
っ

た
二
羽
に
つ
い
て
も
告
げ
ら
れ
た
。
カ
モ
三
羽
、
彼
ら
は
勝
手
次
第
に
撃
っ

た
が
、
そ
れ
ら
を
森
の
中
に
置
き
去
り
に
し
た
。
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敬
村
旧
安
太
郎
具

捕
鴨
組
合
長

こ
の
文
書
は
、
銃
猟
の
行
わ
れ
た
年
月
日
と
時
間
帯
の
ほ
か
一
行
の
人
数
と

将
官
名
、
さ
ら
に
「
捕
獲
さ
れ
た
鳥
(
田
正

m
g
Eロ
)
」
を
「
ガ
ン

(
0
0
0

8
)
」
と
「
カ
モ
(
ロ

5W)
」
に
区
別
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
数
量
を
明
示
し
て



い
る
。
こ
の
記
録
か
ら
明
ら
か
に
な
る
こ
と
を
表
②
に
示
し
た
。
文
書
に
は
捕

鴨
組
合
長
村
田
安
太
郎
の
署
名
が
あ
る
の
で
、
こ
の
記
録
の
出
品
川
ハ
は
捕
鴨
組
合

に
よ
る
組
織
的
な
調
査
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
捕
獲
数
な
ど
詳
細
な
事
実
関
係
を

ど
の
よ
う
に
把
握
し
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

表
@ 

鴨
池
に
お
け
る
狩
猟
記
録
の
主
な
内
容

.1i. 1m 
「一一一一一一
鳥二 響ウ

の日第米 狩3ii-九 で日駐進の)j 百見ォ
多二 魁勢iカl 二八 し['-[1 あるZカlzt 
く八 同軍 た八
を El が 1

鴨池、 官令司

。(

。最初J
近の と中 idEk fH召F 
く1'-'[ ら将
の猟 れの でウ は=

鴨池森で た二 狩オ
事前年ご

のウ 。回 猟 l
中オ 日 をカ 米 i*J 
に l の 行 l 福二 て
底力

来訪 たつ将中
升a 月

狩猟き l 軍二 草寺
1.ミ'1' 。カt

政割1一日
プど

り将 l探 fI 
し 九 ヵ、 tこ -:> 

し行 て 四 知ら第米 た
fこは は 九 の
。!勝

、
ら八 』土

ごF
鴨池

l沼
れさ軍第iX 

午羽
九

第 周
四
たー 1m 

辺 。箪 i¥ 
JX 年 ト]j H召
理控 帯

官司~ 平日
し -c 月
四

撃 13 O ス
ら IJI) 日 イ 長ド

V& 治、 と ン
と ら グ
厳 月

少4が守
n 

た 重
型f な 八

(
三
)
村
田
安
太
郎
の
マ
ッ
カ
l
サ
l
宛
書
簡

捕
鴨
組
合
長
で
あ
っ
た
村
旧
安
太
郎
は
、
ウ
ォ

l
カ
l
中
将
が
最
初
に
鴨
池

で
狩
猟
し
た
直
後
の
一
九
四
九
(
昭
和
二
四
)
年
一
月
一
四
日
付
で
、
連
合
国
軍

最
高
司
令
官
マ
ッ
カ

l
サ

l
元
帥
宛
て
に
書
簡
を
送
っ
て
い
る
。
〉

d
m
(
連

合
国
軍
翻
訳
通
訳
部
)
に
よ
っ
て
英
訳
さ
れ
た
書
簡
の
要
約
が
G
H
Q文
書
に

残
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
全
文
(
著
者
ら
が
和
訳
し
た
も
の
)
は
次
の
通
り
で
あ

ヴ。。

村
川
安
太
郎
か
ら
マ
ッ
カ
l
り
l
元
帥
に
宛
て
た
書
簡
の
嬰
約
(
述
合
国
軍
制

訳
通
訳
部
の
英
訳
文
)
リ
同
立
国
会
凶
書
館
所
蔵
G
H
Q文
書
か
ら
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総
司
令
官
よ
り
指
示
さ
れ
た
制
訳

一
九
四
九
年
一
月
一
八
日
受
領

村
田
安
太
郎

マ
ッ
カ

l
サ

l
将
軍
宛 書
簡
の
要
約

石
川
県
大
型
寺
町

一
九
四
九
年
一
月
一
凶
日

中
立
て
人
は
、

石
川
県
に
あ
る
鴨
川
附
め
池

周
辺
の
広
い

，
帆
池
を
附
す
)

地
域
、
が
藩
政
時
代
か
ら
野
生
生
物
の
保
護
区
に
指
定
さ
れ
て
き
た
と
述
べ
て
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い
る
。
重
要
な
場
所
に
見
張
り
を
置
き
、
猟
師
の
捕
獲
数
を
制
限
す
る
こ
と

で
、
保
護
区
は
鴨
と
他
の
野
生
生
物
に
と
っ
て
恵
ま
れ
た
場
所
だ
っ
た
。

と
の
地
域
の
猟
師
た
ち
は
銃
の
使
用
を
自
粛
し
、
網
で
野
鳥
を
捕
る
伝
統

的
な
方
法
を
用
い
て
い
る
。
鴨
猟
師
た
ち
は
お
互
い
の
合
意
に
よ
り
、
当
局

の
定
め
た
規
制
以
下
の
捕
獲
数
に
抑
え
て
い
る
。
猟
師
は
捕
え
た
鴨
を
販
売

し
、
収
入
を
増
や
し
て
い
る
。

昨
年
一
一
月
以
来
、
多
く
の
連
合
国
軍
人
が
こ
の
保
護
区
に
現
れ
、
銃
を

使
っ
て
や
す
や
す
と
規
制
以
上
の
捕
獲
を
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
銃
の
使
用

は
鴨
を
怯
え
さ
せ
、
池
に
は
通
常
の
半
数
以
下
し
か
戻
っ
て
米
な
く
な
っ
た
。

福
井
と
金
沢
の
軍
政
部
に
銃
猟
を
や
め
る
よ
う
求
め
た
。
軍
政
部
長
は
そ
の

よ
う
に
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

こ
の
伝
統
的
な
鴨
網
猟
は
全
国
的
に
知
ら
れ
、
地
域
の
人
々
の
誇
り
で
も

あ
る
の
だ
が
、
こ
の
決
定
は
三

O
O年
続
く
鴨
網
猟
に
と
っ
て
空
虚
な
も
の

に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

申
立
て
人
は
軍
政
部
長
の
配
慮
に
感
謝
し
て
い
る
。
し
か
し
、
保
護
区
の

管
理
費
は
獲
物
の
売
却
だ
け
で
補
う
に
は
不
十
分
だ
っ
た
。
保
護
区
の
管
理

者
で
あ
る
猟
師
た
ち
の
困
窮
が
深
ま
っ
た
。

猟
師
た
ち
は
元
禄
時
代
に
始
ま
っ
た
伝
統
的
な
狩
猟
法
を
統
付
る
機
会
が

与
え
ら
れ
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
こ
の
山
中
立
て
書
は
申
立
て
人
ほ
か
一
一

人
に
よ
っ
て
署
名
さ
れ
て
い
る
。

(
申
立
て
人
は
保
護
区
の
地
図
及
び
通
知
が
あ
れ
ば
上
京
、
出
頭
す
る
旨

を
書
い
た
手
紙
を
同
封
し
て
い
る
。
ま
た
、
返
信
用
の
五
円
切
手
と
鴨
網
猟

法
に
つ
い
て
の
沿
革
も
添
え
て
い
る
)

村
田
安
太
郎
は
こ
の
申
立
て
の
中
で
、
連
合
国
軍
人
に
よ
る
銃
猟
で
鴨
が
怯

え
て
散
っ
て
し
ま
い
、
坂
網
猟
削
が
困
窮
し
て
い
る
こ
と
を
訴
え
、
マ
ッ
カ
|

サ
l
元
帥
に
直
接
、
銃
猟
の
停
止
を
求
め
て
い
る
。

G
H
Q
に
山
一
蹴
す
る
意
思

の
あ
る
こ
と
を
伝
え
た
上
で
、
返
信
用
の
五
円
切
手
を
同
封
し
た
の
は
村
田
安

太
郎
の
律
儀
さ
そ
示
す
と
同
時
に
、
マ
ッ
カ
|
サ

l
元
帥
に
返
容
を
迫
る
強
い

意
志
の
現
れ
と
も
受
け
取
れ
る
。
ま
た
、
村
旧
安
太
郎
以
外
に
も
一
一
人
が
署

名
し
て
い
る
こ
と
に
間
意
し
た
い
。
当
時
の
捕
鴨
組
合
の
役
員
が
連
署
し
た
も

の
で
あ
ろ
う
。

(
四
)
村
田
安
太
郎
の
直
訴

と
の
銃
猟
事
件
に
つ
い
て
は
、
「
当
時
の
捕
鴨
組
合
長
村
川
安
太
郎
が
銃
猟

停
止
を
求
め
て
G
H
Q天
然
資
源
局
に
直
訴
し
、
オ
ー
ス
チ
ン
博
士
が
訴
え
に

理
解
を
示
し
た
。
そ
の
後
、
進
駐
軍
の
銃
猟
が
禁
止
さ
れ
た
」
と
地
元
関
係
者

の
問
で
は
伝
え
ら
れ
て
き
た
。
今
回
の
制
査
で
こ
れ
を
裏
付
け
る
資
料
が
G
H

Q
文
書
の
中
か
ら
見
つ
か
っ
た
。

G
H
Q天
然
資
源
局
長
か
ら
米
陸
軍
参
謀
総

長
に
宛
て
た
覚
書
で
あ
る
。
こ
の
覚
書
は
米
軍
の
寧
事
郵
便
と
し
て
、
東
京
か
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ら
ワ
シ
ン
ト
ン
に
送
ら
れ
た
。

他
の
G
H
Q文
書
と
同
様
、
文
字
が
不
鮮
明
で
判
読
附
難
な
箇
所
が
あ
る
が
、

可
能
な
範
凶
で
全
文
(
著
者
ら
が
和
訳
し
た
も
の
〉
を
こ
こ
に
紹
介
す
る
。

連
合
国
軍
最
高
司
令
官
総
司
令
部

、
、
ふ
、
‘
、

'
'
'
E

』，，
r
B
E
'
E
E
'

軍
事
郵
便
局
五

O
O

G
・
シ
エ
ン
ク
/
巧
Q
山
(
水
産
部
長
名
?
)
/
オ
リ
バ
ー

L
・
オ
ー
ス
チ
ン
弘
吋

陸
軍
参
謀
総
長
(
斗
出
国

I
、
問
題
(
寸
出
回

Q
出一司

O 
司

印
、
円
〉
『
司
)
に
宛
て
た
覚
書

M
M
同
O
ω
F回
γ入
門

)

連
合
国
軍
軍
人
に
よ
る
狩
猟
法



違
反
を
防
ぐ
こ
と
o

H
、
事
実
(
司
〉
の
斗
∞
)
(
以
下
、
判
読
困
難
)

a
、
村
岡
安
太
郎
氏
か
ら
最
高
司
令
官
宛
て
に
送
ら
れ
て
き
た
文
書
、

そ
の
文
書
は
連
合
国
軍
翻
訳
通
訳
部
(
〉
d
g
を
経
て
天
然
資
源
局

(
Z同
)

か
ら
転
送
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
文
書
は
連
合
国
軍
軍
人
に
よ

る
鴨
網
猟
の
た
め
の
禁
猟
区
に
お
け
る
違
反
行
為
に
注
意
を
促
し
て
き
た

(寸
mwσ

〉)。

b
、
こ
の
件
に
つ
い
て
農
林
省
か
ら
天
然
資
源
局
に
文
書
で
公
式
に

問
い
合
わ
せ
て
き
た
。
農
林
省
は
鴨
網
猟
組
合
か
ら
と
同
様
に
石
川
県
知
事

か
ら
も
中
立
て
を
受
け
取
っ
た
(
寸
与
∞
)
。

c
、
鴨
網
猟
禁
猟
区
に
お
け
る
狩
猟
は
一
九
四
八
年
九
月
二
七
日
、

司
令
部
及
び
第
八
軍
回
覧
文
書
六
五
の
九
節
に
よ
っ
て
禁
止
さ
れ
て
い
る

(
寸
与
の
)
。
こ
の
禁
猟
区
は
一
九
四
八
年
九
月
一
八
日
付
の
天
然
資
源
局

予
備
調
査
第
二
八
に
よ
り
H

禁
猟
区
u

リ
ス
ト
に
入
れ
る
前
に
石
川
軍
政
部
に

よ
っ
て
(
こ
の
前
後
、
判
読
困
難
な
箇
所
が
あ
り
文
意
不
明
)
(
↓
与
口
)
。

d
、
再
発
を
防
ぐ
た
め
、
す
べ
て
の
軍
政
部
に
対
し
て
予
備
調
査
第

二
八
を
公
表
し
、
禁
猟
区
を
共
体
的
に
示
し
た
(
斗
与
回
)
。

e
、
一
九
四
九
年
九
月
一
四
日
付
の
三
回
目
の
訴
え
は
直
接
、
天
然

資
源
局
に
対
し
て
行
な
わ
れ
、
前
回
の
訴
え
よ
り
詳
細
か
つ
具
体
的
に
挙
げ

司
J

。

た
も
の
だ
っ
た
(
寸
与

f
、
当
該
禁
猟
区
を
管
理
す
る
鴨
網
猟
組
合
の
組
合
長
で
あ
る
村
田

氏
が
一
九
四
九
年
一

O
B
二
日
、
天
然
資
源
局
に
出
頭
し
た
。
彼
は
、
ウ
ォ

l

カ
l
将
軍
が
シ
ー
ズ
ン
開
始
の
一
九
四
九
年
一
一
月
一
日
に
再
び
撃
ち
に
来

る
と
い
う
の
で
、
鴨
池
が
同
将
軍
の
た
め
に
荒
ら
さ
れ
な
い
よ
う
、
ち
ょ
う

ど
石
川
県
を
通
じ
て
届
け
出
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
(
ウ
ォ

l
カ
l
将
軍
が
来

る
と
い
う
)
伝
言
を
持
っ
て
き
た
警
察
は
、
そ
の
指
示
は
か
天
皇
の
命
令
仰

に
等
し
く
、
こ
の
局
面
に
お
い
て
も
彼
(
ウ
ォ
l
カ
|
将
軍
)
は
日
本
の
法

律
に
基
づ
く
こ
と
は
し
な
い
だ
ろ
う
と
付
け
加
え
た
。

m、
議
論
(
口
出
。
口
∞
臼
O
Z
)

a
、
高
級
将
校
に
よ
る
占
領
支
配
の
緩
み
は
∞
の
〉
司
が
日
本
で
打
ち

立
て
よ
う
と
す
る
法
秩
序
の
指
針
に
(
以
下
、
判
読
困
難
な
箇
所
が
あ
る
が

「
指
針
に
反
す
る
」
と
の
文
意
か
)

(
一
)
(
判
読
困
難
な
箇
所
が
あ
る
が
寸
高
級
将
校
の
そ
う
し
た

行
為
は
連
合
国
軍
全
体
の
規
律
の
緩
み
を
招
く
」
と
の
文
意
か
)

(
二
)
(
判
読
困
難
な
筒
所
が
あ
る
が
「
∞
の
〉
司
は
日
本
に
お
い

て
野
生
生
物
資
源
の
良
好
な
管
理
計
画
を
打
ち
立
て
る
」
と
の
文
意
か
)

b
、
(
判
読
困
難
な
筒
所
が
多
く
、
文
意
不
明
)
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w、
結
論
(
の
O
Zの
「
口
白
0
2
)

a
、

「
日
本
社
会
全
体
に
法
の
尊
重
を
植
え
付
け
る
」

「
そ
の
よ
う
な
狩
猟
法
違
反
」
「
停
止
」
な
ど
の
語
句
や
文
節
が
読
み
取
れ

る
が
、
判
読
岡
難
な
箇
所
が
多
く
、
全
体
の
文
意
は
不
明
。

v、
勧
告
(
何
回
。
。
宮
富
国
一
Z
ロ〉

doz)

「∞の〉司」

a
、
狩
猟
法
に
対
す
る
厳
栴
な
順
守
の
必
要
性
に
つ
い
て
辿
合
同
軍

全
員
に
配
慮
さ
せ
る
。

出
口
∞
回
同
州
寸

。
・
∞
の
出
回
目
4
0関
(
ハ

l
パ
l
卜・

G
・
シ
ェ
ン
ク
)

E
・

g-(陸
軍
中
佐
)

。
回
(
?
・
)

。FF由民
J

Z
Eロ
s-
別
hwmO
ロ『
oom

∞o
n
t
o
ロ
(
天
然
資
源
局
長

村
旧
安
太
郎
の
直
訴
を
示
す
部
分
は
「
H
、
事
実
」
の
f
項
に
「
宮
?
玄
日

巳
M
W
(

中
略
)
叶

8
0吋
宮

門

同

日

宏

ω」

。吋mw
ロ可

Z 
~ 

N -
0
2
0
σ
句

M-。

。
ロ



つZ
同
」
は
天
然
資
源
局

(
Z巳
日
巴

の
略
で
あ
る
。
一

O
月
二
一
日
と
い
え
ば
、
一
九
四
九
(
昭
和
二
凹
)

年
の
坂
網
猟
則
が
始
ま
っ
た
直
後
で
あ
り
、
進
駐
軍
に
よ
る
銃
猟
が
繰
り
返
さ

れ
た
前
シ
ー
ズ
ン
の
轍
を
踏
む
こ
と
に
な
れ
ば
鴨
池
は
村
田
安
太
郎
の
一
一
言
葉
を

借
り
れ
ば
「
廃
脇
ノ
外
ナ
シ
」
の
危
機
に
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
タ
イ
ミ
ン
グ

で
の
直
訴
で
あ
っ
た
。

と
記
さ
れ
て
い
る
。

HNSOロ
3
2

0
4
U
F
O
ロ)

と
こ
ろ
で
、
こ
の
文
書
は
G
H
Q天
然
資
源
局
長
の
シ
ェ
ン
ク
中
佐
か
ら
米

陸
軍
参
謀
総
長
に
宛
て
た
覚
書
で
あ
る
が
、
実
質
的
な
発
信
者
は
冒
頭
に
イ
ニ

シ
ャ
ル
で
示
さ
れ
た
三
人
の
う
ち
の
「
O
F〉
弘
之

つ
ま
り
オ
ー
ス
チ
ン
博
士

で
あ
る
。
同
一
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ッ
シ
ュ
に
収
め
ら
れ
た
文
書
一
一
覧
表
に
は
、
こ

の
文
書
番
号
「
二
八
」
の
項
に
「
冨
o
g
o
同

O
吋
の
¥
∞
(
陸
軍
参
謀
総
長
宛

覚
書
)
」
「
(
司
3
5
)
〉

g江
口
(
オ
ー
ス
チ
ン
発
)
」
「
(
∞
口
広
免
許
)
削

vgg己

〈即

O
E
t
o
S
F
M
W
J
a
(
狩
猟
法
違
反
の
防
止
に
つ
い
て
と

o 
h・3

出
口
口
氏
ロ
m円

表
③ 

G
H
Q天
然
資
源
局
長
か
ら
米
陸
軍
参
謀
総
長
に
宛
て
た
覚
曾
の
主
な
内
容

f 。 d c b n 項各L「I-I -

事{牛三凶

高天然局
石
合わせb、お鴫創合li i 
主合I!.H 

九 )1[ 111 

四九

請のな書主H 軍政吉11 1軍国人Jl型太Rが112 1 

H和召 』ま
や米第

たo及ぴ

F何廿を~ ー九 再発を 石

凶
JII 

八 P共
年 知らll1旦L』 F坊 EはJl ま事H 
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内月 て府HHl 

め葉区きー
た一

求めたをf附にをM EI 
。11!J

受

dfF L ~t 
容

村 ス

農林省Bて命名

!日 n ト 区 。送り
安太

4円〉
域で開』

日が1¥ 付H あ
網鴨猟る G 

-c 11 
天 と 天Q の
然資
図 を た
ーコ 知1

然資源局

め
棋Z た '? 

禁猟の区
。
て

HJ し、
頭

あり
た

し
。
公式

てき お

SBK K 
~-j 

た /lll る r 

と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
文
書
の
桝
成
が

1
1
、
問
問
」

1
H
、
事
実
」

議
論
」
「

w、
結
論
」
「
V
、
勧
告
」
と
い
う
よ
う
に
理
路
整
然
と
組
み
立
て

ら
れ
て
い
る
の
は
い
か
に
も
研
究
者
ら
し
い
。

冒
頭
の
「
I
、
問
題
」
が
端
的
に
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
オ
ー
ス
チ
ン
博
士

ら
天
然
資
源
局
側
は
連
合
国
軍
軍
人
の
狩
猟
法
違
反
を
看
過
で
き
な
い
問
題
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
た
。
ま
た
「
H
、
事
実
」
に
は
、
ウ
ォ

l
カ
l
将
軍
に
よ

る
銃
猟
事
件
が
あ
っ
た
後
の
経
過
(
表
@
)
を
明
記
し
て
い
る
。

111 

(五)
G
H
Q
参
謀
一
部
の
関
与
を
示
す
文
書

村
田
安
太
郎
が
天
然
資
源
局
に
出
頭
し
た
の
は
一
九
四
九
(
昭
和
二
四
)
年
一

O
月
二
一
日
だ
が
、
そ
の
直
後
の
動
き
を
示
す
文
書
が
あ
る
。
「
石
川
県
江
沼

郡
阿
巳
m
(
月
野
を
指
す
と
思
わ
れ
る
)
保
護
区
に
お
け
る
銃
猟
禁
・
止
の
中
立

て
」
の
標
題
が
つ
い
て
お
り
、
一
九
四
九
年
一

O
月
二
八
日
の
日
付
が
あ
る
。

-68一

百
回
・
ハ
リ
ソ
ン
中
佐
の
名
前
が
見
え
、

G
H
Q参
謀
一
部
か
ら
米
陸
軍
参
謀

総
長
に
宛
て
た
も
の
で
あ
る
。
銃
猟
事
件
の
大
詰
め
に
近
い
時
則
の
資
料
と
忠

わ
れ
る
の
で
全
文
(
著
者
ら
が
和
訳
し
た
も
の
)
を
紹
介
す
る
。

日
り
・
回
・
ハ
リ
ソ
ン
中
佐

石
川
県
江
消
郡
阿

m-S(片
野
)
保
護
区
に
お
け
る
銃
猟
禁
止
の
山
中
立
て

G

I

C

/

S

一
九
四
九
年
一

O
月
二
八
日

一
、
陸
軍
参
謀
総
長
に
宛
て
た
文
書
の
中
で
、
天
然
資
源
局
は
石
川
県
の
鴨

網
区
域
で
の
狩
猟
は
日
本
の
狩
猟
法
に
違
反
す
る
と
注
意
を
喚
起
し
た

。)。

、吋州
wぴ

一
九
四
七
年
五
月
一
四
日
付
河
目
。
の
回
覧
文
書
五
一
の
二
ニ
節
(
叶
与

出
)
は
つ
指
揮
官
は
地
域
の
狩
猟
ル
l
ル
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

一一、



ま
た
「
地
域
住
民
の
主
要
な
食
料
と
な
っ
て
い
る
よ
う
な
獲
物
を
獲
る
こ

と
は
認
め
ら
れ
な
い
」
と
定
め
て
い
る
。

三
、
天
然
資
源
局
文
書
の
根
拠
と
な
っ
て
い
る
の
は
石
川
県
民
か
ら
の
申
立

て
(
斗
与
苛
)
と
村
田
氏
(
宮
吋
・

JF凹
E
R
O
)
か
ら
連
合
国
軍
最
高
司

令
官
宛
て
の
手
紙
(
叶
与
と
で
あ
る
。
こ
の
件
で
は
農
林
省
か
ら
天

然
資
源
局
へ
照
会
し
て
き
て
い
る
(
斗
与
∞
)
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
こ
の

地
域
で
は
一
九
四
八
J
四
九
年
の
猟
期
に
狩
猟
さ
れ
、
か
な
り
の
狩
猟
者

が
一
九
四
九
J
五

O
年
猟
期
に
も
狩
猟
し
た
い
意
向
で
あ
る
と
述
べ
て
い

る
。
そ
の
上
、
地
元
の
人
々
は
こ
の
鴨
池
を
附
り
上
げ
、
そ
こ
に
生
活
を

依
存
し
て
い
る
。
三

O
O年
に
わ
た
っ
て
維
持
し
て
き
た
伝
統
あ
る
坂
網

猟
は
地
元
民
の
誇
り
で
も
あ
る
。

四
、
一
九
四
九
年
九
月
一
一
一
一
日
の
『
回
の
回
覧
文
書
二
三
の
二
節
(
寸
与
】
)

で
は
、
迎
合
国
軍
の
軍
人
と
日
本
国
民
と
の
関
係
は
合
衆
国
軍
人
と
合
衆

国
国
民
と
の
関
係
に
等
し
い
も
の
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
・
:
(
こ
の
前
後
、

判
読
困
難
)
:
・
こ
の
回
覧
で
は
ま
た
、
民
主
主
義
の
理
念
を
熟
考
し
、
不

要
な
軍
事
統
制
を
排
除
し
た
い
と
す
る
日
本
人
へ
の
友
好
的
関
心
と
指
導

に
言
及
し
て
い
る
。

五
、
参
謀
一
部
は
第
八
軍
司
令
官
へ
の
提
案
文
書
を
用
意
し
、
こ
の
よ
う
な

違
法
行
為
の
反
復
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
と
る
こ
と
を
指
示

し
よ
う
と
し
て
い
る
。

六
、
提
案
文
書
(
寸
与
ど
を
第
八
軍
司
令
官
に
送
付
す
る
こ
と
を
承
認

す
る
よ
う
勧
め
る
。
本
件
に
は
高
官
が
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の

提
案
文
書
に
は
米
陸
軍
参
謀
総
長
が
署
名
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
う
し
な

け
れ
ば
実
効
が
伴
わ
な
い
。

添
付
文
書
一

O
件

、Hamwσ
〉
|
〉
、
ロ
∞
が
翻
訳
し
た
書
簡

、ロ
σ
∞
l
鳥
獣
調
査
室
長
か
ら
の
書
簡
、
翻
訳

↓
mwσ

の
第
八
軍
回
覧
文
書
六
五
、
四
八
年
九
月
二
七
日

斗
巳
己

Z
同
∞
調
査
書
恥
二
八
一
九
四
九

寸
O
M
U
出

l
Z
同
∞
調
査
書
恥
二
八
一
九
四
九
追
加

↓
与
司

l
捕
鴨
組
合
長
か
ら
の
書
簡

寸
mwσ

口
l
Z
同
∞
か
ら
の
¥
印
(
陸
軍
参
謀
総
長
)
宛
て
の
メ
モ

寸
mwσ

出

l
司一回
(

U

(

連
合
国
極
東
委
員
会
)
同
位
文
書
五
一
、
問
七
年
五
月

1m 
u 

寸
与
【
|
司
一
目
。
回
覧
文
書
二
三
、
四
七
年
九
月
一
一
一
一
日

寸
与
』
1

第
八
軍
宛
書
簡

ま
た
右
記
文
書
の
後
に
は
、
一
九
四
九
(
昭
和
二
凶
)
年
一
一
月
三
日
付
で
、

参
謀
一
部
か
ら
天
然
資
源
局
へ
宛
て
た
司
・
∞
・
ハ
リ
ソ
ン
中
佐
名
の
も
う
一
通

の
文
書
が
続
い
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
「
第
八
軍
は
、
陸
軍
参
謀
総
長
の
指
揮

に
よ
り
、
一
九
四
八
(
昭
和
二
三
)
年
九
月
二
七
日
付
第
八
軍
回
覧
文
書
六
五
の

九
二
節
の
通
り
、
狩
猟
法
違
反
に
関
し
て
屯
話
で
通
告
さ
れ
た
」
と
あ
る
。

参
謀
一
部
が
陸
軍
参
謀
総
長
の
了
解
の
も
と
に
、
第
八
軍
ト
ッ
プ
で
あ
っ
た

ウ
ォ

l
カ
l
中
将
の
狩
猟
法
違
反
を
戒
め
た
の
で
あ
る
。
電
話
で
知
ら
せ
た
の

は
、
も
し
文
書
で
通
告
す
れ
ば
ウ
ォ
|
カ
l
中
将
に
対
し
て
何
ら
か
の
処
罰
が

避
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
を
考
慮
し
、
口
頭
に
よ
る
穂
使
な
処
置
に
と
ど
め
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
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若
干
の
考
察
と
今
後
の
課
題

伝
統
的
な
坂
制
猟
だ
け
が
行
な
わ
れ
、
野
鳥
と
地
成
住
民
が
共
存
し
て
き
た



片
野
鴨
池
で
、
銃
を
用
い
た
狩
猟
が
公
然
と
行
な
わ
れ
た
の
は
、
第
二
次
世
界

大
戦
後
に
進
駐
軍
が
引
き
起
こ
し
た
こ
の
銃
猟
事
件
だ
け
と
言
わ
れ
て
い
る
。

三

O
O年
に
及
ぶ
歴
史
の
中
で
、
鴨
池
の
生
態
系
管
理
が
鋭
く
試
さ
れ
た
事
件

と
考
え
て
良
い
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
、
こ
の
事
件
の
持
つ
い
く
つ
か
の
側
面
を
考

察
し
て
お
き
た
い
。

(
一
)
捕
鴨
組
合
の
基
本
的
性
格
に
つ
い
て

捕
鴨
組
合
は
鴨
池
周
辺
の
坂
場
で
鴨
を
捕
る
坂
網
猟
師
を
構
成
員
と
す
る
協

同
組
合
だ
が
、
そ
の
基
本
的
役
割
は
坂
網
猟
の
運
営
と
維
持
で
あ
る
。
鴨
池
の

草
刈
り
を
行
い
、
池
の
水
位
を
管
理
し
、
周
辺
山
林
の
間
伐
や
補
植
な
ど
鴨
池

と
そ
の
周
辺
の
環
境
保
全
を
担
当
す
る
こ
と
で
、
結
果
的
に
鴨
池
の
生
態
系
を

保
全
し
て
き
た
。
も
ち
ろ
ん
捕
獲
し
た
鴨
を
食
用
に
し
、
ま
た
は
販
売
し
て
収

入
を
得
て
い
る
が
、
単
に
鴨
を
捕
る
だ
け
で
は
な
く
、
長
期
に
わ
た
り
安
定
し

て
捕
獲
す
る
た
め
に
努
力
す
る
こ
と
、
つ
ま
り
持
続
可
能
な
猟
の
実
現
努
力
も

ま
た
捕
鴨
組
合
の
役
割
な
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
設
定
の
下
で
起
き
た
銃
猟
事
件
は
、
捕
鴨
組
合
の
生
態
系
管
理

能
力
を
試
す
こ
と
に
な
っ
た
。
当
然
捕
鴨
組
合
は
、
そ
れ
を
食
い
止
め
る
た
め

に
全
力
を
傾
注
し
た
。
銃
猟
事
件
に
対
す
る
捕
鴨
組
合
の
動
き
は
、
そ
の
こ
と

を
象
徴
的
に
示
し
て
い
る
。
こ
の
点
で
は
、
戦
前
の
陸
軍
演
習
を
含
め
て
、
鴨

池
の
生
態
系
を
お
び
や
か
す
重
大
な
局
面
に
毅
然
と
し
て
対
処
し
て
き
た
捕
鴨

組
合
の
基
本
的
な
ス
タ
ン
ス
、
存
在
意
義
を
正
し
く
評
価
す
べ
き
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
事
件
は
従
来
、
捕
鴨
組
合
長
村
田
安
太
郎
の
G
H
Qに
対
す

る
直
訴
だ
け
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
、
ま
た
関
係
者
の
聞
で
語
ら
れ
て
き
た
。

も
ち
ろ
ん
そ
の
こ
と
自
体
を
否
定
す
る
の
で
は
な
い
。
し
か
し
一
個
人
の
活
躍

が
問
題
な
い
し
危
機
を
解
決
し
た
と
す
る
言
説
は
、
時
に
他
の
関
係
者
の
地
道

な
努
力
ま
で
を
消
去
し
が
ち
で
あ
る
。
今
回
の
G
H
Q文
書
の
記
録
か
ら
明
ら

か
な
よ
う
に
、
捕
鴨
組
合
と
し
て
組
織
的
に
対
処
し
て
い
た
事
実
を
見
過
ご
し

て
は
な
る
ま
い
。
ま
た
、
村
田
安
太
郎
の
G
H
Q直
訴
に
至
る
ま
で
に
は
、
石

川
、
福
井
各
軍
政
部
や
石
川
県
に
銃
猟
停
止
を
求
め
て
何
度
か
働
き
掛
け
て
い

る
。
行
政
シ
ス
テ
ム
の
段
階
に
沿
っ
て
手
順
を
踏
ん
だ
交
渉
が
あ
っ
た
と
見
て

い
い
だ
ろ
う
。
短
絡
的
な
直
訴
で
は
な
く
、
む
し
ろ
冷
静
な
交
渉
を
積
み
重
ね

る
こ
と
が
で
き
た
当
時
の
捕
鴨
組
合
に
象
徴
さ
れ
る
こ
の
地
域
の
「
地
域
力
」

と
そ
、
こ
の
猟
銃
事
件
の
本
当
の
姿
で
は
な
い
か
。

(
二
)
銃
猟
の
「
二
重
の
公
然
性
」
に
つ
い
て

進
駐
留
平
に
よ
る
銃
猟
が
「
公
然
」
と
行
な
わ
れ
た
の
は
二
重
の
意
味
で
あ
る

こ
と
に
も
間
意
し
て
お
き
た
い
。
第
一
に
、

G
H
Q文
書
の
「
鴨
池
に
お
け
る

狩
猟
記
録
」
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
ウ
ォ

l
ヵ
l
中
将
や
ス
イ
ン
グ
少
将
な
ど

進
駐
軍
首
脳
が
狩
猟
の
た
め
に
来
訪
す
る
こ
と
は
事
前
に
通
告
さ
れ
、
鴨
池
周

辺
で
日
本
側
の
警
察
(
注
凶
)
を
動
員
し
た
立
ち
入
り
規
制
、
交
通
規
制
が
行

な
わ
れ
た
点
で
あ
る
。
第
二
は
、
進
駐
軍
側
に
鴨
池
で
の
こ
う
し
た
狩
猟
が
日

本
の
狩
猟
法
に
違
反
す
る
と
の
認
識
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
村
田
安
太
郎
の

出
頭
を
記
し
た
G
H
Q文
書
の
「
H
、
事
実
」
の

c
項
を
み
れ
ば
、
そ
れ
は
明
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ら
か
で
あ
る
。

こ
う
し
た
事
実
は
、
こ
の
銃
猟
事
件
が
偶
発
的
な
も
の
で
は
な
く
、
占
領
地

に
お
け
る
占
領
軍
の
権
力
行
使
の
一
端
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
よ
う
。

(
三
)
事
件
収
拾
過
程
の
広
範
な
関
与
に
つ
い
て

こ
の
事
件
の
収
拾
に
あ
た
っ
て
は
、
従
来
指
摘
さ
れ
て
い
る
捕
鴨
組
合
長
村

田
安
太
郎
と
G
H
Q天
然
資
源
局
野
生
生
物
課
長
オ
ー
ス
チ
ン
博
士
の
二
人
以



外
に
も
、
か
な
り
広
い
範
囲
に
わ
た
る
大
掛
か
り
な
努
力
が
あ
っ
た
。
今
回
、

G
H
Q文
書
か
ら
確
認
さ
れ
た
関
係
機
関
は
捕
鴨
組
合
の
ほ
か
石
川
軍
政
部
、

福
井
箪
政
部
、
石
川
県
農
林
部
、
石
川
県
知
事
、
農
林
省
、

G
H
Q天
然
資
源

局、

G
H
Q参
謀
一
部
、
米
陸
軍
参
謀
総
長
な
ど
で
あ
る
。
た
だ
、
村
田
安
太

郎
は
マ
ッ
カ

l
サ

l
元
帥
に
書
簡
を
送
っ
た
が
、
阿
元
帥
が
直
接
こ
れ
を
見
た

か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。

広
範
な
関
与
の
中
で
、
特
に
G
H
Qで
は
担
当
の
天
然
資
源
局
の
ほ
か
に
参

謀
一
部
の
関
与
が
注
目
さ
れ
る
。

G
H
Qに
は
天
然
資
源
局
や
民
政
局
、
経
済

科
学
局
の
よ
う
な
行
政
部
門
を
担
っ
た
幕
僚
部
(
∞
3
0
3
-
m
g『
『

印

0
2
5ロ)

の
ほ
か
に
軍
事
而
で
最
高
司
令
官
を
補
佐
す
る
参
謀
部
(
の

g句
色
停
止
門

m

oa-oロ
)
が
あ
り
、
四
部
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。
う
ち
参
謀
一
部
は
総
務
・
人

事
部
門
を
担
当
し
た
。
と
の
事
件
の
場
合
、
問
題
は
第
八
軍
司
令
官
ウ
ォ

l
カ
l

中
将
の
狩
猟
が
単
な
る
趣
味
の
範
聞
に
と
ど
ま
ら
ず
、
占
領
軍
の
権
力
を
公
然

と
行
使
す
る
こ
と
で
、
か
え
っ
て
円
滑
な
占
領
統
治
の
阻
害
に
な
り
か
ね
な
い

要
因
を
含
ん
で
い
た
こ
と
で
あ
る
。
参
謀
一
部
及
び
米
陸
軍
参
謀
総
長
は
こ
う

し
た
懸
念
か
ら
事
件
の
早
期
収
拾
に
動
か
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
、

こ
の
こ
と
は
次
の
点
に
も
深
く
関
わ
っ
て
く
る
。

(
四
)
戦
後
占
領
史
の
一
断
面
を
刻
む
事
件

進
駐
軍
に
よ
る
銃
猟
事
件
は
、
片
野
鴨
池
の
歴
史
上
、
特
筆
さ
れ
る
だ
け
で

な
く
、
わ
が
国
の
戦
後
占
領
史
に
と
っ
て
も
特
異
な
事
例
で
は
な
か
ろ
う
か
。

地
域
住
民
が
進
駐
軍
の
不
法
を
訴
え
、

G
H
Qか
当
該
行
為
を
差
し
止
め
た
ケ
ー

ス
は
全
国
的
に
見
て
も
稀
有
な
こ
と
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
事
件
は
進
駐
軍
に
と
っ
て
決
し
て
ロ
ー
カ
ル
な
問
題
で
は
な
か
っ
た
。

G
H
Q天
然
資
源
局
長
か
ら
米
陸
軍
参
謀
総
長
に
宛
て
た
先
の
文
書
が
そ
の
こ

と
を
雄
弁
に
物
語
っ
て
い
よ
う
。
連
合
国
軍
首
脳
の
違
法
な
狩
猟
を
放
置
し
て

お
け
ば
軍
規
全
般
が
緩
む
だ
け
で
な
く
、
日
本
の
完
全
な
法
治
国
家
と
し
て
の

再
出
発
に
水
を
差
し
、
ひ
い
て
は
迎
合
国
軍
に
よ
る
日
本
の
占
領
統
治
そ
の
も

の
が
綻
び
か
ね
な
い
と
の
危
棋
が
G
H
Qに
あ
っ
た
と
み
て
い
い
。
片
野
鴨
池

の
銃
猟
事
件
に
G
H
Q参
謀
一
部
及
び
米
陸
軍
参
謀
総
長
が
関
与
し
た
理
由
は

こ
こ
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

(
五
)
残
る
課
題

二
O
O三
年
の
調
査
で
は
、
村
田
安
太
郎
の
自
筆
メ
モ
や
マ
ッ
カ

l
サ
l
宛

書
簡
、
鴨
池
で
の
詳
細
な
狩
猟
記
録
な
ど
か
ら
進
駐
軍
の
銃
猟
の
実
態
を
解
明

し
た
。引
き
続
き
二

O
O四
年
の
調
査
で
は
事
件
の
後
半
に
当
た
る
収
姶
過
程
の
概

要
が
判
明
し
た
。
従
っ
て
、
こ
の
事
件
の
全
体
像
は
ほ
ぼ
明
ら
か
に
で
き
た
よ

う
に
思
う
。
た
だ
、
①
稲
井
か
ら
最
初
に
進
駐
軍
兵
士
が
鴨
池
に
来
た
の
は
一

九
四
七
(
昭
和
二
二
)
年
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
②
村
田
安
太
郎
が
上
京
し

た
の
は
自
筆
メ
モ
に
よ
れ
ば
二
回
で
あ
り
、
も
う
一
回
は
い
つ
だ
っ
た
の
か
③

英
語
で
書
か
れ
た
看
板
が
鴨
池
の
ほ
と
り
に
立
て
ら
れ
、
以
後
銃
猟
が
停
止
さ

れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
の
諸
点
、
つ
ま
り
事
件

の
発
端
と
最
終
章
が
未
解
明
で
あ
る
。
今
後
も
調
査
を
継
続
し
た
い
。
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四

結

論

本
報
告
で
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
鴨
池
で
起
き
た
進
駐
軍
に
よ
る
銃
猟

事
件
を
関
係
者
へ
の
聞
き
取
り
と
G
H
Q文
書
か
ら
再
検
討
し
、
銃
猟
の
実
態

並
び
に
捕
鴨
組
合
と
G
H
Qと
の
交
渉
経
過
を
明
ら
か
に
し
た
。
当
時
の
捕
鴨

組
合
長
村
川
安
太
郎
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者
が
鴨
池
と
い
う
地
域
生
態
系
特



則
一
や
地
域
統
治
の
正
当
性
を
守
る
た
め
に
、
行
政
シ
ス
テ
ム
の
手
順
を
附
ん
で

G
H
Qと
交
渉
し
た
と
す
る
解
釈
が
明
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。
現
十
牝
ま
で
、

と
も
す
れ
ば
捕
鴨
組
合
長
村
田
安
太
郎
の
G
H
Q
に
対
す
る
直
訴
だ
け
が
強
制

さ
れ
、
ま
た
地
域
で
も
そ
う
語
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
こ
と
自
体
を
誤
り
と
す
る

の
で
は
な
い
が
、
一
個
人
の
活
躍
が
こ
の
銃
猟
事
件
の
全
て
を
解
決
し
て
い
る

の
で
は
な
い
。
多
く
の
関
係
者
の
努
力
ま
で
消
去
し
が
ち
な
危
険
性
を
指
摘
し

て
お
き
た
い
。

政
変
こ
、

j
f
;
 
こ
の
よ
う
に
地
域
が
外
部
か
ら
の
い
わ
ば
開
発
距
力
に
対
し
て
、

ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
か
と
い
う
こ
と
は
、

半
世
紀
以
前
の
状
況
と
差
異
は
あ

る
に
し
ろ
、

二
十
一
世
紀
の
今
日
で
も
地
域
の
自
律
の
視
点
か
ら
は
大
い
に
参

考
に
す
べ
き
事
例
だ
と
思
わ
れ
る
。

(
注
二

戦
前
、

金
沢
駐
屯
の
陸
軍
第
九
師
団
が
行
っ
た
江
沼
郡
の
海
岸
地
帯

で
の
秋
季
大
演
習
は
実
仰
を
使
わ
な
い
と
は
い
え
、
空
砲
や
棋
阪
州
、
発

仰
向
を
使
川
す
る
点
で
苛
に
M
閉
め
て
敏
感
な
ガ
ン
・
カ
モ
知
の
湯
川
成
と
な
っ

た
。
こ
の
た
め
、

当
時
の
江
川
郎
出
帆
業
組
A
H
は
明
治
一
七
作
以
降
、
一
帆

池
川
辺
で
の
発
火
油
山
引
を
限
え
る
よ
う
第
九
州
川
長
に
前
開
し
、

そ
の
つ

ど
受
け
入
れ
ら
れ
た
。

牧
野
降
信
氏
が
著
書
「
庶

こ
の
件
に
つ
い
て
は
、

史
探
究
加
賀
・
江
出
」

中
の
つ
片
野
の
鴨
猟
」

で
詳
し
く
触
れ
て
い
る
。

(
注
二
)
講
和
条
約
に
よ
る
日
本
の
独
立
後
、

日
本
政
府
の
要
請
で
G
H
Q文

書
の
返
還
交
渉
、
が
行
な
わ
れ
、

米
国
公
文
書
館
に
保
管
さ
れ
て
い
た
膨
大

な
最
の
関
係
文
書
を
コ
ピ
ー
し
、

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ッ
シ
ュ
の
形
で
返
還
さ

れ
た
。

同
立
凶
会
同
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

(注一一一)
村
川
メ
モ
に
引
川
さ
れ
た
朱
子
一
前
期
の
当
該
部
分
は
、

一
般
的
に
は

「
陽
気
発
す
る
と
こ
ろ
金
石
ま
た
透
る
」

「
紡
神
一
到
何
事
か
成
ら
ざ
ら

ん
」
で
あ
る
。
あ
え
て
l

柏
川
」
を
1

誠
心
」
と
し
た
と
こ
ろ
に
絡
別
の

心
的
が
汲
み
取
れ
る
。

(
注
四
)
当
時
は
国
家
警
察
と
地
方
警
察
に
分
か
れ
て
い
た
が
、

G
H
Q文
書

か
ら
、
進
駐
軍
首
脳
の
狩
猟
に
伴
う
警
戒
態
勢
に
は
国
家
、
地
方
双
方
の

警
察
官
が
配
置
さ
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

表
④

片
野
鴨
池
に
お
け
る
進
民
軍
銃
猟
事
件
関
連
年
表

附
和
二
一
年
一
九
月

ご
九
州
」
ハ

附
和
二
三
年
一
九
月
一
冗
日

(
一
九
四
八

月

日

Jl 

EI 

)j 

0 
I1 

一布l

1I!llllj 
A'-ド

ご丁で
fJ 

j!lj 

一
月
二
九
日

二
月
二
四
日

二
月
二
問
け
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-
G
H
Q天
然
的
H
.
品川口同

(
N
H
U
け
)
野
生
生
物
課
長
と
し
て
オ
ー
ス
チ
ン
仰

上
来
日
(
山
山
ハ
は
林
肝
庁
側
集
「
aU
似
行
政
の
あ
ゆ
み
」
)

-r
」
の
年
、
村
川
山
町
太
郎
、
出
川
別
組
合
H
N

に
就
任
(
山
肌
ハ
は
加
代
市
件
川
町
鴨

池
坂
例
猟
保
作
会
側
「
片
川
川
M
W

池
と
坂
網
猟
ガ
イ
ド
プ
ッ
ク
し
)

-
米
第
八
軍
司
令
官
ウ
ォ
l
カ
l
中
将
、
償
浜
の
司
令
部
に
着
任
(
山
典
は

連
絡
初
段
横
浜
事
務
局
執
務
報
告
書
、
以
下
Y
)

-
進
駐
軍
将
校
と
忠
わ
れ
る
二
人
ら
計
四
人
が
鴨
池
で
狩
猟
、
ガ
ン
と
カ
モ

計一

O
羽
捕
獲
(
出
典
は
G
H
Q
文
書
、
以
下
G
)

-
ス
イ
ン
グ
将
軍
他
八
人
が
狩
猟
、
二
五
羽
以
上
州
嫌
。
来
訪
は
前
も
っ
て

百
川
川

1

収
支
部
、
、
了
山
川

;
J

f
j
'
B
H
f
t
t
A
9
〆
(
一

ッィ
l
J

マ
マ
f
h
a
L
A
3、
写
J
4
川
、

'

J

ノ

小

↑

1
q
h
n
Jノ

λ
ノム
M

阜
d
O
M

，

一
一
羽
目
削
機

(
G

一
・
村
山
組
合
長
、
マ
ソ
カ
l
ザ

i
司
令
官
宛
て
に
坂
例
猟
の
継
続
を
求
め
る

一
書
簡
を
沃
付
υ

一
一
人
が
有
名
、
返
信
川
の
五
円
切
手
同
封

(
G
)

一
・
前
項
の
お
附
に
よ
る
と
こ
の
日
ま
で
に
村
川
組
合
段
、
筒
井
と
金
沢
の
軍

一
政
部
に
銃
猟
停
止
を
要
請

(
G
)

ス
イ
ン
グ
少
将
帰
国

(
Y

ウィ
l
カ
|
将
市
の
米
川
明
を
加
え
、
鴨
池
川
辺
道
路
の
通
行
川
川
制
附
始
、

一
月
一
一
け
ま
で
実
施

(
G
)

-ウ
4
l
ヵ
l
中
将
は
こ
の
け
の
復
、
山
間
浜
山
内
沼
、
大
阪
、
京
阿
川
及
び
石
川

以
方
耐
の
夜
間
を
行
な
い
、
日
目
帆
刈
↓
刀
両
絞
山
、
川
叩
浜

(
Y
)
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片
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鴨
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坂
網
猟
保
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、
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O
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一
年
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片
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」
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ゆ
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」
林
野
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編
集
、

会
発
行
。

一
九
六
九
年
、

(
財
)
林
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弘
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歴
史
探
究
l
加
賀
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』
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、
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、
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、
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念
誌
加
賀

市
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池
観
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』
二
四
J
二
九
頁
、
加
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市
教
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委
員
会
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、
一
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、
二
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伝
統
的
な
坂
網
猟
の
装
束
を
ま
と
っ
た
村
田
安
太
郎
H

一
九
四
九
年
、

片
野
鴨
池
の
ほ
と
り
で
二
男
豊
氏
撮
影


